
阪大フロンティア研究機構阪大フロンティア研究機構1. e-ラーニングとは？また、その利点は？

・・・パソコンやコンピュータネットワークなどで教育を行なうことで、従来の集合教育と比べて、遠隔地にも教育を提供で
き、研修コストを抑えられ、同一教材を一律に提供できる点などのメリットがあります。また、学習者側にも、個人のペー
ス（場所や時間を選ばない）で学習できることや、繰り返し学習できる点など、これからの教育の柱となるものと考えられ
ます。

従来型集合研修よりも高い学習効果をあげる、

受講者の学習状況を把握し、学習効果を測定する、

研修コストを大幅に削減する、

バックオフィス業務を簡素化する、

87％

従来型研修費用とe-ラーニング研修費用との比較

従来型研修費用の推移 ｅ-ラーニング研修費用の推移
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2. 阪大FRCのe-ラーニングの基本コンセプト

・・・当社制作・運営のe-ラーニング研修と従来の集合研修と
の比較において、80％以上の受講者からe-ラーニング研修
の方が良かったというアンケート評価をいただいております。

3.最適なe-ラーニングスタイル

ビデオオンデマンド（VOD）コンテンツ
オンラインテキスト
オンラインテスト/アンケート
学習管理機能

WBT型e-ラーニングの採用
WBTとは: Web Based Trainingの略で、
インターネットを利用して教育を行うこと



4. VODコンテンツ制作・完成画面（阪大FRCの特徴）

補助スライド
●学習ポイント
●学習ヒント
●参考文献
●テキスト参照
●補足情報
●その他

コントロール
●再生/一時停止
●停止
●早送り／巻き戻し

メイン講義スライド
●アプリケーションの制約なし
（PPT、Keynote、クラリスインパクト、etc.）
●講師映像との完全同期
●アニメーション、書き込みの完全再生

目次
●頭出し機能

講師の映像
（電子ボードを使った
講義の映像）

Point ２

Point １講義スライドのデザイン
化（学習効果を高める）

電子ボードを活用した、
臨場感のある講義の再現

3画面方式による学習効
果を高めるコンテンツ編集

豊富な映像バリエーショ
ンによる視覚効果

ローコスト・ハイパフォー
マンス

制作

画面
構成

5.実績 （平成17年3月現在）

•京都大学医学部附属病院様へｅ-ﾗｰﾆﾝｸﾞｼｽﾃﾑ導入/運営（ｼｽﾃﾑ）
•岡山大学大学院環境学研究科様へe-ﾗｰﾆﾝｸﾞｼｽﾃﾑ導入（ｺﾝﾃﾝﾂ）
•特許庁様（工業所有権情報・研修館）へｅ-ﾗｰﾆﾝｸﾞｼｽﾃﾑ導入/運営（ｼｽﾃﾑ&ｺﾝﾃﾝﾂ）
•日本弁理士会様ｅ-ﾗｰﾆﾝｸﾞｼｽﾃﾑ導入/運営（ｼｽﾃﾑ&ｺﾝﾃﾝﾂ）


